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⾦沢のダイワ通信、⼤阪に無⼈店舗のショールーム 

セキュリティー機器などを扱うダイワ通信（⾦沢市）は、⼈⼯知能（AI）カメラを活⽤した
無⼈店舗システムを体験できるショールームを⼤阪市に開設する。顔認証で⼊店し、商品を
⼿にして店外に出れば⾃動で決済できる。6⽉中旬にオープンする。過疎地に店舗を抱える⼩
売業のほか、⼤学や企業の売店の需要を開拓する。

ショールームの開設は2021年11⽉の東京都に続き3カ所⽬。配膳や消毒を担うAIロボットや
最新のセキュリティーカメラも展⽰する。

無⼈店舗システムの全国での本格的な販売は今夏以降になる⾒込み。⾦沢市の本社内にある
実証店舗には、開設した21年9⽉以降、コンビニエンスストアや⼤⼿ドラッグストアの関係
者が視察に訪れたという。

システムはAIカメラを駆使し、⼊店した⼈の動線や⼿に取った商品の種類を判別する。レジ
に⽴ち寄ることなく決済できるため、マイバッグや⾐服のポケットに直接商品を⼊れて店外
に出ることができる。

記事利⽤について

無⼈店舗システムでは、商品を⼿に店外へ出れば⾃動的に決済される（東京のショールーム）
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